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B 53 ブラVャーの運夥機能性にっいて
　曰本す大家攻　○中條邦チ樋口申ト
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a】的;衣月鵬it↑･'-.際し７通動機能娃5:追求11 ；丿工重冬r｀力日卜f対を呼う人体を対

象としていi ためじずむヽしい。ブラシ。－の運動磯能毬白ま，御作に畔う乳房oi振動と移

動, および肩部の運動機構など万専凹び欠きく関与しでい＆。乖研究いU ミの点,r.着gjし，

今くしｱ)h:^型に適合し,動的機能を満iv丿条吽を設定ず§にめの茎謎釣研究を試み, 動作に

得う上半々の形詠変化にj: るブ7 シ。－の部位男,｣衣服圧変動に,ついり

斟し玩.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ

方ま;被験かi，か'. if なった比聊團0)主成分分穆心り. 胸^叫麗準々灘と判断ぎれた

々ﾐﾁ掌宝を選定レTv．動作鵬綻15 ，曰弗生治のり｀冰現頻度丿滴く，単純r再現性八

いい£飛吽に月貯動≫m叫，歩行，走瓦跳躍，椅泉など・/よ動作ﾋレた。連緬八

動俘を高進泉シ■% ゛/ダーカメラで凛影レ, 動作解杵システム£吼ぺ動象解竹を行ない，

同時u£カセンすーを用いてﾌﾞ゛ラワ。一着用時6 点,Q)衣服匡変動を測定レた。

秘果;tn作解杵こ／ステムと圧力■s.ンサーを用いJ ミとにより, り恥夏勁に畔な)デラダ。

べ7)変冊匝つぃI 経時的■ 定量的μ巴握T i 之いバ可粉ヒな。μ｡＆像のコV ピュ- フー

鮮杵によリ, 郭作ご八の｝斜]点,の軌鉢，変位，進皮, 加速度を享｀めh．各部後においで

制作心半ない衣服匡ダ槻錐u変動レ, i の最大,値・最小値副唆作中r.T^現レ, ん曙逢動に

いi b加ま嵐変佃と関連性ドあiい:が｀明碓ヒな，氏。

B 54　　腰書詐およば'す既製眼ジ一ノ､?ンり衣服μ-|こついて

　　　　山田家政矩尺　　　o八田舟江　　　　豊田中央μ兜除　　加藤教子

　　　　椙山か参画大良政　　高鵬春子

　目的　私達は既匁服じーパン^知作通応性<7)糠討£n^侑こ薦吸実験ひ↑い、既に腰籾種

断面の測吏によド

ク)影響色！らに明碓は寸ゐrこめに農服鳶観測と行い、以下に£べゐ岑努りおのお馴こ闇･す

る勝岑り)淑服鳶分々にっいて報告t ゐ。

　於去、前報と同cく、被験淆吋咸んかir I 刄乙、試料ジつぐン４ストUート, ﾌ､リム、

ウs二スドコ｀Åい) を用いＲ。衣服瓜計測＼i 寥田中央珂免所皺の班ﾉに､計ｕ

名一113-&./fc分割しr..≪､てヽ'同綺計測しれ、測剣獅植は前報ヒ同じヽ胴囲･ 臍則m - 織圏とし、測

史学努は静t中剃こ霧島ｲ私り八卜。ま艮、幣り淑恥坤升をみゐ斥めに測糾f捨

月卿川下へz ，闇% Iこ設定し、荷来社苓勢で'計測し艮・

　結果　①甲腰姿影りふ湘目才、斟状島いば同傾向色｡斥し、夕－/ぐンのIf と吋吋阻

{こおいて白りダ側却のゑ£が尺%く複仰剛ヽ1 い。ジー/ぐン^稚類則て竹入トし一卜艮

びス') ムo)瓜也が尺5くウJ二ストコ゛∠､入い釧、3" い。化に､し、ストしート匹｀スリム")腹

囲は恥状島以と<r)あ服μを示し卜。＠椅岸孤李務、ぷ服瓜ぽ申腰と同傾向・吊t貳｀ヽ中腰

h-比ぺ｀ほ^んどの抑確が衣服ﾉ£ぶT減･Jrする･し≪ヽし、ウJコスト]゛ムｘい喜憂初卜^る寿服

斥を化尽、h ? ●､。の椅鳶位奈聊り

に声恚む尺i く、lt~、ジ一ペンリ奮ろらh□下ずら飢町こめ側奸t撞抑下(t [こ篤釦ぐた

れu ウェ-ストゴ｀ムX りは姿聊わい- J;ゐ人体への瓜恋心|ヽ3 u。


